ドクダミは、今でしょ♪
2020年（令和２年）も６月。湿った風に、梅雨の走りの気配があります。昨日のびわの収穫には、仕事のため残念ながら参加できませんでしたが、夕方「びわ仲間」が収穫したてを届けてくれました♪　先週よりも甘くなったようなびわと、優しい「びわ仲間」のお心遣いが身に沁みました。
　さて、この梅雨直前の季節に、あちこちで咲いているのがドクダミの花です。その強烈な匂いと、たくましい繁殖力に、マイナスイメージを抱いている人も少なくないかもしれませんが、この、ドクダミ、なんと日本三大薬草の一つで、十種類の薬効があることから十薬ともいわれているそうです。しかも、いちばん薬効があるのが、この、花の咲いている時期だそうです。そこで、はじめて、庭に跋扈しているドクダミの収穫に乗り出しました。
★まずは、ドクダミ茶！＆ドクダミ茶ハイ！
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　まず、きれいに洗って、数本ずつ束にして、外に干し、数日後からは、束をばらして、いつものネットで乾燥させました。
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一週間で、こんなにカラカラに乾いたので、新聞紙の上で、細かく切ったのが、上の右の写真です。花も葉も茎もいっしょに、これで「なんちゃってドクダミ茶」の完成。今日はそのまま淹れますが、湿気が大敵なので、次に飲むときからは直前にフライパンで煎ろうかなと思っています。
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だしパックに入れて、早速ドクダミ茶を煎れてみました。あまりにきれいな琥珀色なので、白い壁紙をバックに写真撮影。夜には、焼酎でドクダミ茶ハイとなりました。さらに、このまま捨ててしまうのは惜しい気がしてゴミ用ネットに入れて入浴剤にし、ドクダミ風呂♪　肌にいいそうです。
★次に、ドクダミの花酒♪
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ドクダミの花（白いのは花びらじゃないそうです。中央のめしべみたいなのが実は小さい花の集合体だとか？）には、虫刺されに効果抜群な成分が含まれているそうです。また、化粧水としても役に立つそうです。Ｏ型の酒飲みの筆者は、めちゃくちゃ蚊に刺されます。そこで、本日は花だけ摘みました。本当は洗わないほうが薬効が残るそうですが、よく見ると小さいクモやアリなどがついていたので、さっと水洗いしてから乾かしました。
乾いてから、35度の焼酎に漬け込んだのが上の右の写真です。さて、このドクダミの花酒から、いつか、かゆみ止めができるかな～？　これは自分が飲むためには作っていませんよ。これから蚊の多くなる季節なので、虫刺されのかゆみ止めを作るのが目的です。明日から、成分がじわじわ焼酎に溶けだしていくのが、とても楽しみです。
★ぜひ、身近なドクダミで！
というわけで、身近なドクダミに、今回初めてトライしてみました。実にいろいろな効能があるようなので、興味・関心のある方は、ぜひ、お試しください！　そして、まだまだ野草ビギナーな筆者に、いろいろと教えてください！
　ところで。緊急事態宣言は解除されたものの、東京アラートが出されたり、依然不穏な世の中で、在宅勤務はまだまだ続いております。在宅勤務・テレワーク・リモートワークというと、出社時より楽をしているのではないかと誤解されている方が、世の中には結構いらっしゃるようですが、実は、公私の別がつきにくく、かえって、オーバーワークになりがちです。例えば、ふだんなら平日の夜や土日には読めない仕事メールが読めてしまい、ついついそれに対応したり……と。
そんなこともあるのか、筆者の給与には、先月「在宅勤務補助」という名目の特別手当がつきました。まあ、パソコンやプリンターをはじめ、在宅勤務には光熱費もかかっていますからね。トイレットペーパーだって出社している時より減りが早いし。たいへん納得し、会社に感謝しました。ところが、同じく在宅勤務を余儀なくされている家人の給与にも特別手当がついたのですが、その名目は「危険手当」でした。どういうこと？　彼の仕事は私と同じくＰＣに向かったり電話会議に出たりしているだけなのに！！　もしかして、私の近くにいるっていうことそれ自体が危険だと、彼の会社は判断したのでしょうか。う～ん。納得できない気がします。　　　（報告：危険な女）
